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1. 目的
海外における放射線業務従事者の管理状況，特に国
による一元管理の状況について調査し，わが国の管
理体制構築の参考とする。



2. 方法

回答の収集
アンケートWebサイト(Google Form)による。

依頼の方法
国立大学アイソトープ総合センター関係者を経由
して海外の関係者への回答依頼を行った。







設問
[ 基本項目 ]
・回答者の氏名，メールアドレス，国名，
所属(事業所名)，役職(role)
・取扱の形態(非密封/密封/加速器/X線)
・従事者の数，身分(職員/学生)
[ 記録の管理 ]
・教育訓練/被ばく管理/健康診断の
それぞれについて
- どこが管理しているか
- どのように管理しているか
(個人管理システム/Excel/紙ベース)



設問
[ 個別項目 ]
・教育訓練
- 初期教育の時間数
- 形態(対面講義/オンライン/実習)
- 再教育の頻度

・被ばく管理
- 測定方法(TLD/...)
- 内部被ばくの記録をしているか

・健康診断
- 取扱前健康診断の義務があるか
- 健康診断の項目

(つづき)



設問 (つづき)
・上述以外の管理項目があれば
・コメント



3. 結果と考察
回答数: 18
国: South Korea, Philippines, Australia, 
Bangladesh, Indonesia, Malaysia, Thailand(2), 
Sri Lanka, Egypt, Israel, Iran, Tanzania(2), Finland,
United States,  Canada(2) (15ケ国)

回答数が少ないので，
それぞれの国の状況を
代表するデータではない。



取扱の形態(非密封/密封/加速器/X線)

非密封
密封
加速器
エックス線



取扱の形態(非密封/密封/加速器/X線)

密封，非密封，エックス線の利用が多い。加速器の利用も4割ある。

非密封

密封

加速器

エックス線



従事者の数

50人以下の事業所から500人以上の大規模事業所まで幅広い。



従事者の身分(職員/学生)

職員
学部学生
大学院生
外部からの利用者



従事者の身分(職員/学生)

スタッフ，学生(大学院生を含む)が多数を占める。

職員

学部学生

大学院生

外部からの利用者



どこが記録を保管しているか

国
専門の登録機関
雇用者
放射線施設

教育訓練，被ばく管理，健康診断それぞれについて聞いた。



どこが記録を保管しているか ー 教育訓練

・雇用者が保管している割合が高い(1/3)。
・国が保管しているところも3割ある。

国
専門の登録機関

雇用者
放射線施設



どこが記録を保管しているか ー 被ばく記録

国
専門の登録機関

雇用者
放射線施設

・雇用者と国の両方が保管している。



どこが記録を保管しているか ー 健康診断

国
専門の登録機関

雇用者
放射線施設

・雇用者と国の両方が保管している。



「国が記録を保管している」と回答があったもの



どのような方法で？

事業所が保有するシステム
表計算ソフト
紙ベース

国/登録機関のシステム

教育訓練，被ばく管理，健康診断それぞれについて聞いた。



・教育訓練は事業所のシステムで管理されていることが多い。
・紙ベースでの管理は4割程度(日本の大学は～5割)。

どのような方法で？ ー 教育訓練

国のシステム

事業所のシステム

表計算ソフト

紙ベース



どのような方法で？ ー 被ばく記録

・紙ベースでの管理が多いが，4割程度。

国のシステム
事業所のシステム
表計算ソフト

紙ベース



どのような方法で？ ー 健康診断

・紙ベースでの管理が多いが，4割程度。

国のシステム
事業所のシステム
表計算ソフト
紙ベース



【 教育訓練 】 初期教育の時間数



【 教育訓練 】 初期教育の時間数

1-2 hours Australia
2 hours Thailand
3-4 hours Canada
12 hours South Korea
5 days Tanzania
1 week Bangladesh, Egypt
1 month Philippines

It depends on the context...
1~2時間から1ケ月まで幅があった。



【 教育訓練 】 形態(対面講義/オンライン/実習)

対面講義
オンライン講義
実習



【 教育訓練 】 形態(対面講義/オンライン/実習)

対面講義がいちばん多いが，実習もオンライン講義も実施されている。

対面講義

オンライン講義

実習



【 教育訓練 】 再教育の頻度



【 教育訓練 】 再教育の頻度

年2回 Egypt, Iran, Thailand
年1回 Malaysia, Sri Lanka, Israel,

Bangladesh, Australia,
South Korea, United States,
Tanzania

2~3年に1回 Indonesia

年1回が半数近くを占めた。



【 教育訓練 】 再教育の頻度

It depends on what kind of radiation work, radiographer, medical 
physicist or nuclear medicine physician.
(Finland)

every 3 years as RPO and ARPO and 5 years for all staff.
(Philippines)

In general, there is no specific regulations required for radiation 
workers in Thailand to have a radiation-training course every year. 
However, taking a radiation course or participating in a conference 
is used as a part of personal development to increase the key 
performance indicators (KPIs).
(Thailand)

(つづき)

職種によって頻度は異なる。

管理者は3年に一度の再教育(日本の主任者定期講習相当？)

タイでは法令に再教育の定めはないが，学会への参加が評価
の指標になることがある。



TLD
モニタリングバッジ
電子線量計

【 被ばく管理 】測定方法(TLD/バッジ/電子線量計.)



【 被ばく管理 】測定方法(TLD/バッジ/電子線量計.)

TLDが多く，モニタリングバッジ，電子線量計が続く。

電子線量計

TLD

バッジ



【 被ばく管理 】内部被ばくの記録をしているか



【 健康診断 】 取扱前健康診断の義務があるか

2/3で取扱前の健康診断の義務があった。



【 健康診断 】 健康診断の項目

血液検査
眼
皮膚



【 健康診断 】 健康診断の項目

多くの国で血液検査が義務付けられている。

血液検査
眼
皮膚



コメント

Improvement of national register.

I suggest that there be a nationwide system. The 
information of all people in each center is stored in a 
database. In this way, it will be easy to evaluate the 
educational process and health of each person, even 
after the transfer between the centers.

全国一元管理のシステムを提案。
施設を移ったときに教育歴や健康歴の評価が容易になる。



4. まとめ
・回答数が少ないためそれぞれの国の実情を代表す
るデータではないが，諸外国の管理の状況をある程
度知ることができた。
・回答があったうち約半数の国では，被ばくや健康
診断など何らかの項目で国が記録の保存に関与して
いた。

・全国一元管理システムを希望するコメントがあり，
日本以外でも同様の従事者管理の問題があることが
示唆された。




